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事業主体

農業用水水源地域保全対策事業 保全促進対策:県 所管課班 農村振興課 広域水利調整班

(平成19年度～平成24年度) 普及促進対策:県，市町村,土地改良区

趣 旨

良質な農業用水の安定的な供給と国土保全のためには，水源地域における森林について，水源涵養

機能の発揮，土砂流出防止機能の向上や良好な森林環境の形成を図る必要がある。また，地球温暖化

の問題は，人類の生存基盤に関わるもっとも重要な環境問題の一つであり，京都議定書目標計画に定

められた森林吸収目標1,300万炭素トンの達成に向けて，森林整備等の強力な推進が不可欠な状況に

ある。

宮城県は，この地球温暖化問題防止対策の趣旨に呼応し，県内にある137,500ｈａの農地に係る

「良質な農業用水の安定的な確保と有効利用を持続し，並びに森林と農業用水の関わりについて広く

県民の理解を深めること」を目的に，各種調査等や普及促進活動を実施する。

採 択 要 件

１．保全促進対策

・農業用水水源林保全調査は，農業用水関連特定森林整備事業（特定事業）又は耕作放棄地対策の実

施が見込まれること。

・普及促進基本計画の策定は，同計画に即した活動の実施が見込まれること。

・耕作放棄地の利用計画の策定は，耕作放棄地対策の実施が見込まれること。

２．普及促進対策

・保全促進対策の普及促進基本計画が作成され，事業実施主体の所在地又は水源地域のある森林計画

内において，特定事業又は耕作放棄地対策が実施されること。

事業の内容

１．保全促進対策

（１）水源地域における森林の整備事業等及び耕作放棄地を水源林にするために必要な整備事業の実

施に必要な農業用水水源林保全調査

（２）農業用水と水源林の関わりについて理解を深めることや水源林により涵養された農業用水の有

効利用を図ることを普及促進する活動等の実施に必要な普及促進基本計画の策定

（３）水源林周辺における耕作放棄地の利用計画の策定

２．普及促進対策

農業用水と水源林の関わりについて理解を深めることや水源林により涵養された農業用水の有効

利用を図ることを普及促進する活動等

負担割合 事業主体 国 県 市町村 その他 備 考

保全促進対策 定額 － － － 県営事業

普及促進対策 定額 － － － 県営，団体営事業


